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Fig. 3 CO(3-2)の空間チャンネルマップ
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1. Background 2. Data & Methods

ü 空間分解能がより1桁⾼いALMAアーカイブ
を⽤いてガスの空間・速度分布を再調査

Western superbubble
銀河中⼼

Sakamoto+06

Sakamoto+06
位置ー速度図

Mom 0

Western superbubble

Project code 2015.1.00274.S
論⽂ e.g., Krieger+19
アレイ ALMA 12m array, ACA, TP

輝線 [周波数] 12CO(3-2) [345.80 GHz]
空間分解能 0”.18×0”.14 (~3 pc)
速度分解能 2 km/s
感度 ~0.4 K 

NGC 253/24µm

2015.1.00274.S

3. Results

2. そのデータから回転成分を差し引き

⼿法

3. ⾮回転ガスを同定、空間・速度
構造を分析

1. ALMAアーカイブからCO(3-2)3次元
データを作成

(a) 北から⾒た図

北側円盤

B

A

OFFSET X
340 pc

330 pc

回転

N253-loop 1

WSb

(c)
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銀河中⼼

• N253-loop1は(a)で銀河中⼼付近
から円盤⽅向に分布

• (a) (b)よりWSbが⼿前から奥にか
けて分布していると考えると(c)
の分布と⽭盾なし

ü WSbとN253-loop1が互いに直⾓を
なした2連のループと考えれば
WSbの空間分布を説明可能

Ø NGC 253中⼼部で新たな磁気浮上
ループの可能性を提案
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Future works

Fig. 3の視野
• ⼤速度分散の根元と直線的な速度勾配
Ø 磁気流体効果による磁気浮上モデルに類似

(e.g., Fukui+06) (fig. 6)

磁気浮上に必要な磁場を推定
Ø N253-loop1とWSb形成に必要な磁場~0.8 mG
Ø 天の川銀河中⼼部に1 mG以上の磁場があり、

NGC 253にも同様な磁場があればこれらを磁
気浮上で説明可能

Ø ⾼銀緯に位置する東根元の可能性を検証

• NGC 253中⼼部の星形成率(単位時間に⽣まれる星の質
量)

Ø 天の川銀河中⼼部の数⼗倍(スターバースト)
Ø 多発する超新星爆発がガスダイナミクスに⼤きな影響
を及ぼしていると考えられている (e.g., Krieger+19)

• NGC 253中⼼部と天の川銀河中⼼部の空間分布が類似
(Sakamoto+11)

Ø 天の川銀河中⼼部は星形成が不活発
Ø NGC 253中⼼部の星間物質(ガス)⼒学が超新星爆発に
⽀配されているという提案と不整合的

• NGC 253中⼼部で空洞構造 ”western-superbubble” (WSb) 
(fig. 1) を空間分解能~30 pcで発⾒ (e.g., Sakamoto+06).

Ø ~106 Msunの星団による超新星爆発で発⽣と提案

4. ⾮回転ガスの幾何モデルを考案

本講演

OFFSET X

OFFSET Y

Fig. 1 WSbの空間・速度構造
(Sakamoto+06) Fig. 2 MIPS/24µmでのNGC 253とALMAアーカイブの観測領域

Fig. 7 N253-loop1とWSbの幾何モデル

観測諸元

• ループ構造、⽚⽅の根元が銀河中⼼付近に接続
• WSb空洞部を跨ぐように分布

• WSb空洞部は三⽇⽉状の構造とN253-loop1と南側回転成分の重ね合わせ
• N253-loop1の⻄根元に接続

• 回転速度から~100 km/s加速
• 両根元の⼤きな速度幅~50 – 100 km/s
• ブリッジに直線的な速度勾配

N253-loop1 (Konishi+22) N253-loop1 (Konishi+22)

• 両根元の⼤きな速度幅~50 km/s以上
• ブリッジで直線的な速度勾配

WSb
WSb

4. Discussion

根元
ブリッジ

【3.1 特異なガスのチャンネルマップ】 【3.2 N253-loop1とWSbの位置ー速度図】
• 特異構造N253-loop1とWSbを発⾒
• 回転成分を差し引き、N253-loop1とWSbの検出速度を掲載

• チャンネルマップの直線 (No. 1 – 5)に沿って位置ー速度図を作成

分⼦雲

重⼒

磁場
磁気浮上

ガス落下
(blue-shift)

分⼦雲衝突、⼤速度分散

ガス落下
(red-shift)

Fig. 6磁気浮上モデルの模式図

• N253-loop1とWSbを星団の空
間分布を確認 (fig 5)

Ø N253-loop1とWSbの内側に対
応する星団を検出せず

• 両天体の直線的な速度勾配も
超新星爆発モデルの楕円空洞
と不整合

Ø 超新星爆発での説明は困難

【4.1 超新星爆発モデル】

【4.2 磁気浮上モデル】

根元

【4.3 WSbとN253-loop1の幾何モデル】
• ⾼銀緯に位置するWSbの東根元の起源を考察 (回転円盤の速度場は

Krieger+19を参考)

• ALMA望遠鏡を⽤いてNGC 253中⼼部で
ループ状のガスを2つ発⾒

• それらは従来の超新星爆発モデルでは説
明できず、磁気浮上モデルという磁気流
体効果で説明可能

• 1つが半径⽅向、もう1つが円周⽅向に浮
上した2連のループ

NGC 253
• 最も近い系外銀河 (1100万光年)
• 星形成が盛んで、ガスが豊富
• 銀河円板が視線⽅向に傾いており、ガ
スの運動(速度構造)を調べるのに最適

視線⽅向の傾き

NGC 253/24µm

銀河中⼼部

X X
Fig. 7 磁気流体シミュレーションによるガスに付随する磁場
の位置ー速度分布。Plasma β (ガスの圧⼒/磁場の圧⼒)=1以下
(⻩, 緑, ⻘)の領域が磁気流体効果によって形成。

Summary

• 磁気流体効果による特異なガス構造の普遍
性を確認中

• Fig. 4の根元のような回転成分から外れたガ
ス構造が磁気流体効果によって形成される
ことがシミュレーションで明らかに(fig. 7)

• 今後、NGC 253中⼼部のグローバルなガス構
造と磁気流体シミュレーションによる銀河
中⼼部全体を⽐較した結果を報告予定

回転成分
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